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平成13年度

上半期

財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

区
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
、
年
2
回
、
6
月
と
1
2月
に
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
区
財
政
の
実
態
を
皆
さ

ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
は
1
3年
度
上

半
期
の
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
図
表
は
1
3

年
9
月
3
0日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

1
3
年
度
上
半
期
財
政
運
営
の
状
況

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年

度
当
初
比
2
3億
円
減
と
、
4
年
ぶ
り

の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
義
務
的
経
費
で
あ
る
人

件
費
が
1
9億
円
と
大
幅
に
減
少
し
、

公
債
費
と
扶
助
費
の
増
加
分
を
飲
み

こ
ん
で
、
1
3年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ

た
た
め
で
す
。

そ
の
後
の
第
一
次
補
正
予
算
で

は
、
歳
入
の
特
別
区
財
政
調
整
交
付

金
の
算
定
結
果
を
受
け
、
約
1
8億
円

を
増
額
計
上
し
ま
し
た
。
歳
出
の
主

な
も
の
で
は
、
該
当
児
童
の
増
加
に

よ
る
児
童
手
当
経
費
の
増
額
、
新
関

屋
公
園
用
地
の
買
い
戻
し
、
義
務
教

育
施
設
建
設
資
金
積
立
基
金
へ
の
積

立
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

各
会
計
予
算
の
執
行
状
況
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

1
3
年
度
上
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
中
央
本

町
」
開
設

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
伊
興
園
」開
設

▽
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
ケ
ア
(
ウ
ス
「
は
ご
ろ
も
」
開

設
Y

公
謖
老
人
保
健
施
設
「
い
ず

み
」
開
設

▽
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
常

楽
」
開
設

▽
中
臾
本
町
住
区
セ
ン

タ
ー
や
よ
い
学
童
保
育
室
分
室
開
設

▽
六
月
住
区
セ
ン
タ
ー
学
童
保
育
室

分
室
開
設

平成13年度各会計予算執行状況

区民負担の状況

<区民一人当たりの区支出額と区民税負担額との推移>

区有財産の状況
財産総額8, 642 億8, 730 万円

一時借入金
13年度上半期( 4 月1 日～9 月30 日)

には、借入金はありませんでした。

特別区債の現在高
区の施設、道路、公園などの大規模な建設事業等には、一

時的に多額の財源が必要になります。その財源補充のため区
が長期にわたって借り入れた資金の状況です。

<一 般会計分>

<用 地特別会計分>

▲ 特別養護老人ホーム「中央本町」

問い合わせは
予算課財政係
　3880―5814

あなたの納める 1, 000 円 はこのように使われます。

278 円
お年寄りや体の不自由
な方などの福祉・年金
のために

135 円
校舎整備や生涯学習の
ために

126 円
道路や公園の整備のた
めに

104 円

区民の健康を守る保健所

などの運営や清掃事業に

98 円
保育園、児童館などに

88 円
防災対策、選挙、広報・
広聴などに

85 円
他会計の不足額に対す
る繰出金

69 円
区が借り入れた区債の
償還などに

12 円
地域産業の振興や消費
者保護のために

4円
議会の運営に

1 円

そのほかに

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術
/

選
挙
豆
知
識

4
・
5
面
▽
職
員
給
与
等
の
公
表
/
学
童
保
育
室
入
室
児

童
募
集

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

区
長
へ
の
手
紙
か
ら

8
面
▽
▽
▽
交
通
死
亡
事
故
抑
止
特
別
対
策
実
施
中
/
I
T

講
習
会
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678
「区民の声」を
お待ちしています

◎ 区の木…さくら / 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは12
月10 日

から受け付け

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
所
で
の
就
学
や
就
労

な
ど
の
た
め
の
健
康
診
断

書
の
発
行
を
終
了
し
ま
す

こ
れ
ま
で
保
健
所
で
は
、
受
験
や

就
職
な
ど
の
た
め
の
健
康
診
断
書
を

発
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
1
4年
3
月
3
1

日
で
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
健
康
診
断
書
の
発
行
を
行

う
民
間
医
療
機
関
の
紹
介
は
、
各
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)
で
こ
れ

ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
。
問
先
=

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係
ま
た
は
中

央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

表1　 保健総合センター一覧

今
か
ら
始
め
る

糖
尿
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
1
月
9
日
㈲
・
1
6日
㈲
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
4
0分

内
容
=

▽
1
日
目
…
糖
尿
病
に
つ
い
て
/
糖

尿
病
と
歯
周
病
予
防

▽
2
日
目
…

食
生
活
で
糖
尿
病
を
予
防
/
簡
単
に

で
き
る
健
康
体
操
/
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話
ま
た
は
直
接

窓
口
へ

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

き
ょ
う
か
ら
実
践
!
健
康
づ
く
り

日
程
等
=
表
2

対
象
=
1
8～
3
9歳

で
区
内
在
住
の
女
性

内
容
=
健
康

チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

歯
周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度

測
定
な
ど
)
/
健
康
教
室
/
保
健
・

栄
養
・
歯
科
相
談

定
員
=
各
4
0人

(抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、年
齢
、
電
話
番

号
、
受
講
希
望
日
・
場
所
(
第
2
希

望
ま
で
)
、「
女
性
の
た
め
の
健
康
づ

く
り
」
を
明
記

期
限
=
1
2月
2
5日

必
着

申
・
問
先
=
健
康
推
進
課
成

人
保
健
係

表2　 女性のための健康づくり日程

※受付時間は午前9時～10時( 場所により異なりま
す)。くわしくは返信ハガキで通知 精

神
障
害
者
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

来
年
度
か
ら
精
神
障
害
者
へ
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
前
に
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
従
事
者
が
精
神
障
害
者

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
で

す
。
日
程
等
=
表
3

場
所
=
梅

田
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
=

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
程
修
了

者
で
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
所
属
事
業
所
名
を
明
記

期
限
=
1
2月
2
5日
必
着

申
・
問
先
=

健
康
推
進
課
疾
病
対
策
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
8

表3　 精神障害者ホームヘルパー養成研修日程等

ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
制
度

(
親
)
医
療
証
を
送
り
ま
す

図
医
療
証
受
給
者
で
現
況
届
を
提

出
し
た
方
に
、
1
月
1
日
か
ら
使
用

す
る
⑩
医
療
証
を
1
2月
2
1日
に
発
送

し
ま
す
。
ま
だ
現
況
届
を
提

出
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得

が
基
準
を
超
え
て
資
格
消
滅

す
る
方
に
は
、
1
2月
2
1日
に

通
知
を
送
り
ま
す
。

な
お
、
1
2年
度
に
は
所
得

の
基
準
を
超
え
て
い
た
方

で
、
1
3年
度
は
所
得
が
少
な

く
な
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
至
急
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=

ひ

と
り
親
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

定
例
払
で
す

高
齢
者
福
祉
手
当

1
2月
2
5日
こ
ろ
に
8
月
～
1
1月
分

の
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。こ
の
手

当
は
、
1
2年
3
月
3
1日
現
在
3
ヵ
月

以
上
の
ね
た
き
り
で
介
護
の
必
要
が

あ
る
方
の
手

当
で
す
。な
お
、

申
請
受
付
は
。
1
9

一
年
6

月
3
0

日
で
終
了
し

ま
し
た
。
金

額
=

表
4

問
先
=

在
宅

支
援
係
ま
た

は
各
福
祉
事

務
所
(
表
5
)

表4　 高齢者福祉手当( 1 カ月)

表5　 福祉事務所一覧心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(

区
制
度
)
・
難
病
患
者

福
祉
手
当
の
定
例
払
月
で
す

1
2月
2
5日
こ
ろ
に
、
8
月
～
H
月

分
を
振
り
込
み
ま
す
。
表
6

、
7
に

該
当
す
る
方
で
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
齢
要
件
や
所
得
制
限
(
表
8
)

が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
障
害
給

付
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
5
)

表6　 心身障害者福祉手当

表7　 難病患者福祉手当

表8　 所得基準表

※税の所得額の計算と
多少異なります

1
2月
2
2日
(
冬
至
)
は

ゆ

ず

湯

子
ど
も
と
高
齢
者
は

割
引
料
金
で
す

～
区
内
各
銭
湯
～

費
用
=

▽
6
5歳
以
上
・
:
6
0円

▽
小
学
生
・
:
2
0円

▽
6
歳
未

満
…
無
料

※
当
日
、
番
台
か

フ
ロ
ン
ト
で
年
齢
を
告
げ
て
く

だ
さ
い
。
証
明
書
な
ど
は
不
要

で
す

問
先
=
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
保
障
へ
の
拡
が
り

部
落
解
放
運
動
は
、
わ
が
国
の
基

本
的
人
権
の
保
障
を
大
き
く
進
め
ま

し
た
。
1
9
6
1

年
(
昭
和
3
6年
)
3

月
、
高
知
市
で
被
差
別
部
落
の
人

々
が
中
心
と
な
っ
て
、「
小
中
学
校
教

科
書
を
タ
ダ
に
す
る
会
」
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
の
人
々
は
、
日

本
国
憲
法
の
学
習
で
「
義
務
教
育
は

こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
(第
2
6条
)
と

い
う
規
定
を
学
び
、「
教
科
書
を
無
償

に
」と
い
う
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
は
様
々
な
団
体
も
参
加

し
た
た
め
、
全
国
的
な
運
動
へ
と
展

開
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ

い
に
1
9
6
3

年
(
昭
和
3
8年
)
か

ら
教
科
書
の
無
償
が
実
現
し
ま
し

た
。今

日
教
科
書
が
無
償
で
配
ら
れ
て

い
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
部
落

解
放
運
動
に
取
り
組
ん
だ
人
々
の
苦

労
と
努
力
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
事
例
の
ほ
か
に
も
「
戸
籍
の

公
開
制
限
」な
ど
人
権
保
障
の
た
め
、

部
落
解
放
運
動
は
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、「
人
権
の
世
紀
」と
い
わ
れ

る
9
1一世
紀
も
早
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。年
々
陰
湿
化
す
る
部

落
差
別
の
一
掃
は
、
一
人
ひ
と
り
の

心
掛
け
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
。
私

た
ち
は
、
一
日
も
早
く
真
の
基
本
的

人
権
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ
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足
立
区
訪
問
介
護
員
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
)
養
成
研
修
・
2
級
1
3
0
時
間
コ
ー
ス

日
程
等
=
表
9

対
象
=
訪
問
介
護

員
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ

び
働
い
て
い

る
方
で
、
全
日

程
出
席
で
き

る
区
内
在
住
・

在
勤
の
方

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
職

業
、
電
話
番

号
、
生
年
月

日
、「
訪
問
介

護
員
養
成
研

修
受
講
希
望
」

を
明
記

※
2

団
体
の
う

ち
1
つ
の
み

応
募
。
複
数
応
募
や
往
復
(
ガ
キ
以

外
で
の
応
募
は
無
効

申
先
=
各
団

体
へ
郵
送

問
先
=
高
齢
計
画
課
計

画
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

表9　 訪問介護員養成研修日程

ね
た
き
り
高
齢
者
の
た
め
の

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒
・

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

年
2
回
の
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消

毒
、
年
1
0回
の
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

負
担
=
川
円
(
1
回
)

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

年
3
回
理
容
師
、
美
容
師
が
自
宅

へ
訪
問
し
散
髪
・
カ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
負

担
=
5
0
0
円
(
1
回
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
在
宅
で
要
介
護
認
定
3
・
4
。
5

の
ね
た
き
り
高
齢
者
の
方

申
・

問
先
=
在
宅
支
援
係
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
5
)

ま
た
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
(
表
1
0
)

表10　在宅介護支援センター一覧

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
座

だ
れ
も
が
円
滑
に
利
用
し
や
す
い

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。
日
時
=
1
4
年
1
月
1
8

日
面
、
午
後
2
時
～
4
時
(
午
後
1

時
3
0分
受
付
)

場
所
=
区
役
所
1
3

階
大
会
議
室

対
象
=
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
区
民
お
よ

び
事
業
者

定
員
=
1
0
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

介
護
保
険

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
料
の
納
め
方
は

年
金
天
引
き
で
な
い
方
に
は
納
付

書
を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
年
金

天
引
き
の
方
に
も
、
保
険
料
額
が
変

更
に
な
る
と
、
調
整
額
の
納
付
書
を

送
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
期
は
毎
月
末
日
で
す

介
護
保
険
制
度
の
安
定
運
営
の
た

め
に
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま

す
。
納
期
を
過
ぎ
て
お
支
払
い
に
な

る
と
、
行
き
違
い
で
督
促
状
が
届
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
二

重
払
い
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
な
い
と

未
納
が
あ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
料
係

14
年
1
月
1
日
か
ら

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、

訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
と
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
限
度

額
が
一
本
化
さ
れ
ま
す

利
用
者
の
方
の
利
便
性
や
選
択
性

を
向
上
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
訪

問
通
所
サ
ー
ビ
ス
と
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
の
支
給
限
度
額
に
つ
い
て
一
本

化
を
し
て
、
1
4年
1
月
1
日
か
ら
同

じ
支
給
限
度
額
の
中
で
い
ず
れ
の
サ

ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の

連
続
利
用
は
3
0日
ま
で
、
利
用
日
数

の
合
計
が
認
定
期
間
の
お
お
む
ね
半

分
を
超
え
な
い
こ
と
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
(
表
1
1参
照
)
。
問
先
=

介
護
保
険
課
保
険
給
付
係

□
従
来
の
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
す

こ
の
一
本
化
に
伴
い
、
保
険
証
の

様
式
が
一
部
変
わ
り
ま
す
が
、
従
来

の
保
険
証
も
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
。
問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦

課
係

表11　支給限度額( 14 年1 月1 日から)

※ 1 実際 にはサービ スご との単位数の 合計で支給限 度が決めら
れています。ここ では 限度額( 円) に換算していますの で、組
み合わせるサービ スによって多少の増減 があり ます

※ 2 最 大利 用日数は 、平均 的なサービ ス単価の施設を利 用した
際の目安の日数 です

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう( 8) ～
正しい姿勢で立つためには、左右それぞれの足裏に

バランス良く重心( 親指・小指の付け根、かかとの3
点支持) をかけることが大切です。今回も3 点支持を
保つための足首周辺のエクササイズを紹介します。
( 1) 両足の指を使ってタオルをたぐり寄せる
< 足底筋( 土踏まず周辺) のエクササイズ>
※ 2 ～3 回程度。慣れてきたら片足ずつ行ってみましょう

足底筋が弱いと…
・O 脚になりやすい
・内ももの筋肉が緩む
・歩くときしっかり地面を蹴ることができない

( 2) 足首の動きを良くする<足首周辺のストレッチング>

左
右
に

上
下
に

右
回
し

左
回
し

両
方
行
う

足首の動きが悪いと…
・骨盤が後傾し腰が落ちやすい
・重心の移動が上手にできず、
ひざや腰に負担がかかる

・歩くときしっかり地面を蹴る
ことができない

・ケガをしやすい

※ 前回のエクササイズと合わせて行うと、より効果的です
《体育振興担当課 　3859- 3422　 協力: 生涯学習振興公社》

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
(
高
齢
者

集
合
住
宅
)
入
居
者
募
集

対
象
=
6
5歳
以
上
の
単
身
者

※

対
象
他
条
件
あ
り

内
容
=
都
営

お
よ
び
区
営

配
付
・
募
集
=
1
2

月
1
8日
～
2
5日
(
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
)

配
布
場
所
=
住
宅
管

理
係
、
各
区
民
事
務
所

※
予
定

枚
数
に
達
し
次
第
配
付
終
了
、
く

わ
し
く
は
、
申
し
込
み
用
紙
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

選
挙
豆
知
識

政
治
家
な
ど
の
寄
附
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

有
権
者
の
寄
附
要
求
も

禁
止
で
す

政
治
家
な
ど
(
立
候
補
予
定
者
を

含
む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を

す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
名
目
で
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
は
金
銭

に
限
ら
ず
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と
や
、

忘
年
会
で
酒
や
食
べ
物
を
ふ
る
ま
う

こ
と
(
会
費
な
ど
債
務
の
履
行
と
認

め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
)
な
ど
も
で

き
ま
せ
ん
。
有
権
者
が
こ
れ
ら
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
政

治
家
等
に
強
要
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、政
治
家
な
ど
は
、年
賀
状

な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
や
そ
れ

に
類
す
る
も
の
を
含
む
)
を
出
す
こ

と
も
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取

ら
な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選

挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

の
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す

る
た
め
、
毎
年
1
月
1
日
を
基
準
と

し
て
、
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
登
載

申
請
書
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
登

載
申
請
書
は
1
2月
2
0日
ご
ろ
ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
農
業
従
事
世

帯
へ
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
期
限

内
に
必
ず
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
期

限
=
1
4年
1
月
1
0日
必
着

問
先
=

農
業
委
員
会

特
別
区
職
員
Ⅰ
類
(
電
気
)追
加
採
用
試
験

採
用
予
定
=
1
4年
5
月
1
日
以
降

採
用
予
定
数
=
約
1
0人

試
験
日
=
2

月
9
日
倒

受
験
資
格
=
9
9一歳
以

上
2
8歳
未
満
の
人
<
2
1
歳
ま
で
で
、

飛
び
入
学
な
ど
に
よ
り
大
学
を
卒
業

(見
込
み
を
含
む
)
の
人
を
含
む
>

申
込
期
間
=
1
2月
1
3日
～
1
4年
1
月
1
5

日

※
く
わ
し
く
は
告
示
日
(
a

月
1
3日
)
に
発
表
す
る
試
験
案
内
を

参
照

試
験
案
内
配
布
場
所
=
各
区

役
所
、特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
、

都

庁

問

先
=

特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課

採

用

係

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス

(
3
2
6
1
)
2
2
2
1

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.
o
r
.
j
p
/
s
a

i
y
o
u
-
s
i
k
e
n
.
h
t
m

ま

た

は

区

・

人

事

係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
2月
3
1日
現
在
で
、
工
業
統
計
調

査
お
よ
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結

果
は
国
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と

な
り
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
る
事

業
所
に
は
1
2月
中
旬
か
ら
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
対
象
=
製
造
業
を
営
む

事
業
所

問
先
=
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
1
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職員の給与・
定員管理等を公表します

お問 い 合 わ せは、 給与 係 3880- 5253

職員の給与などの実態を区民の皆さん
にご理解いただくため、次のとおり公表
します。
職員の給与は、地方公務員法により、
一般家庭の生計費、国や他の地方公共団
体の職員の給与、民間企業の従業員の給
与、そのほかの事情を考慮して定めるこ
とになっています。
この趣旨に基づいて、23区共同で設置

している特別区人事委員会が、毎年、特
別区内の民間企業従業員の給与実態を調
査し、これと職員給与を比較し、さらに
生計費や国、他の地方公共団体の給与な
ども考慮して、勧告を行っています。
職員の給与は、この勧告に基づき、区

議会の審議を経て、「職員の給与に関する
条例」で定められています。

定員適正化計画の年次別進捗状況
( 1) 定員適正化の目標

区は、足立区行政改革大綱に基づき、3年度か
ら8 年度の6 年間に総職員数の10%( 522 人) を
削減目標とする第一 次定員適正化計画を策定
し、490人の定数を削減しました。また、第二次
定員適正化計画では、9年度から12年度の4 年
間に6. 5%( 307 人) を削減する目標を定め、333
大の定数を削減しました。
さらに、13年2 月に第三次定員適正化計画を
策定し、13年度から15年度の3 年間で5%( 241
大) の削減目標を掲げ、定員の適正化に努めて
い ます。こうした取り組みの結果、職員定数の
ピーク時( 昭和57年度) に5, 853人であった定数
は、13年度には4, 684人となり、1, 169人を削減し
たことになります。

( 2) 定員適正化手法の概要

定員適正化を推進するため、区施設の管理委
託や保育園給食などの民間委託をすすめていま
す。また、技能系職員の退職不補充を行うとと
もに事務のOA 化や事務事業の見直しを行って
います。
区の組織も毎年見直しを行い、簡素で効率的

な組織をめざしています。13年度組織では、子育
て支援や開かれた学校づくりのための執行体制
強化、I T 講習担当の設置などの再編成を行い
ました。

( 3) 定員適正化計画の年次別進捗状況( 実績) の内訳
( 各年4 月1 日現在)

※ 計画期間は、13年度から15年度の3 年間です
※ 計画目標は、12年度に対し、5%( 241 人) の削減です

定員( 職員数) の状況 ( 各年4 月1 日 現在)

※ 職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています

給与の概要
職員に支給される給与は、基本給としての給料と扶養手当や通勤手当など諸手当から成り立っ

ています。給与の概要は次のとおりです。支給基準額は、13年4 月1 日現在のものです。

※ 退 職 手 当 の1 人 当 た り 平 均 支 給 額 は 、12年 度 に 退 職 し た 全 職 種
に 係 る 職 員 に 支 給 さ れ た 平 均 額 で す

人件費の状況 ( 12年度普通会計決算)

* 人件 費
人 件 費 とは 、一 般 職 員 に 支 給 され る給 与 と、区 長 や 議 員 など 特 別 職 に 支 給 さ れ る給 料 ・報 酬 ・手 当 の ほ か 共

済費( 社 会保険料の事 業主負扣分) なとめ合計額をいいます。

職員給与費の状況 ( 13年度普通会計予算)

* 職 員 給 与 費
13年 度 当 初 予 算 に 計 上 され た 額 で す 。職 員 手 当とは 、扶 養 手 当 、調 整 手 当 、通 勤 手 当 、住 居 手 当 など で 、退

職 手 当 は 含 まれ てい ませ ん 。

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 ( 13年4 月1 日現在)

※ 一 般行 政職とは 、一般事務 、土木 技術等 の職 員です
※ 技能 労務 職とは 、自動車運転 、作業 等の職員 です

* 平均給料月額・平均給与月額・平均年齢
平 均 給 料 月 額 は 、 給 料 の 調 整 額 を 含 ん だ 平 均 月 額 で す 。 平 均 給 与 月 額 は 、 給 料 に 扶 養 手 当 、 調 整 手

当 、 通 勤 手 当 な ど の 謌 手 当 を 含 んだ 平 均 月 額 で す 。 なお 、 国 の 平 均 給 与 月 額 は 公 表 さ れ て い ませ ん。

職員の初任給の状況 ( 13年4 月1 日現在)

* 職 員の 初 任 給
13 年4 月1 日 現 在 の

、
足 立 区 と 国 と の 学 歴 別 初 任 給 お よ び 採 用 後2 年 経 過 し た 給 料 月 額 を 比 較 し た も の で す 。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ( 13年4 月1 日現在)

※ 経 験 年 数 と は 、卒 業 後 直 ち に 採 用 さ れ 引 き 続 き 勤 務 し て い る 場 合 は 、採 用 後 の 年 数 を い い ま す 。
技 能 労 務 職 に は 、清 掃 派 遣 職 員 は 含 み ま せ ん

一般行政 職の級別職員数の状況 ( 13年4 月1 日現在)

* 一 般 行 政 職 の 級 別 職 員 数
足 立 区 の 給 与 条 例 に 基 づ く、 給 与 表 の 級 区 分 による職 員 数 で す 。標 準 的 な 職 務 内 容 とは 、 そ れ ぞ れ の 級 に

該 当 す る代 表 的 な 職 務 で す 。

昇給期間短縮の状況

特別職の報酬等の状況 ( 13年4 月1 日現在)

※ 給料については、11年6 月21 日から、区長は20% 、11年8
月1 日から、助役は10% 、収入役は5% の減額措置がと

られています

職員の勤務条件等
職員の勤務時間は、原則として週休2 日制によ

り週40時間で、土曜・日曜日が休みです( 保育園
や図書館など、土曜・日曜日に開庁している職場
は、別の日に休みを定めています)。
1年間に20日の有給休暇のほか、慶弔休暇、妊

娠・出産休暇、育児休業を設けるとともに、研修、
厚生計画制度などを行っています。

14 年4 日
入室

学
童
保
育
室

入
室
児
童
募
集

申
込
対
象
=
働
い
て
い
た
り
、長

期
の
病
気
な
ど
の
た
め
に
授
業
終

了
後
の
子
ど
も
の
面
倒
を
み
る
こ

と
が
で
き
な
い
保
護
者

入
室
対

象
=
1
4年
4
月
か
ら
小
学
1
年
～

3
年
生
に
な
る
子
ど
も

定
員
=

各
保
育
室
4
0人
(
一
部
定
員
の
異

な
る
保
育
室
が
あ
り
ま
す
)

費

用
=
子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
額
6

千
円

申
込
=
申
請
書
、
家
庭
状

況
票
、
勤
務
証
明
書
な
ど
を
希
望

す
る
保
育
室
に
提
出
。
書
類
は
1
2

月
1
5日
か
ら
各
保
育
室
で
配
付
し

ま
す

※
在
籍
し
て
い
る
子
ど
も

で
継
続
し
て
入
室
を
希
望
す
る
場

合
も
同
じ
手
続
き
が
必
要
で
す

申
込
期
間
=
1
4年
1
月
4
日
～
1
8

日

申
先
=
表
1

問
先
=
学
童

保
育
係
ま
た
は
指
導
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表1　学童保育室一覧

※ ● は各本館で受け付け

駅
め
ぐ
り

大
師
前
駅

わ
ず
か
5
呑
黔
乙
釘
っ
た
り
来
た
り

ひ
と
駅
だ
け
の
単
線
:
夫
師
線
。

車
窓
か
ら
魯
一一
繋

な
住
宅
地
の

向
こ
う
に
西
新
井
大
晰
の
本
堂
の
屋

根
が
ひ
と
ぎ
わ
匯
卜
引
肘
ま
す
。

「
お
団
子
い
か
が
で
す
か
」
と
元

気
な
声
一「
草
胙
チ
ぷ
丁

瓲

ゐ

。

西
新
#
J
(獅
坤
門
灑
菲
は
一
宋

、
四

代
と
続
く
割
烹
料
亭
が
軒
を
連
ね
て

い
ま
す
J
そ
こ
で
揃
っ
て
出
し
て
い

る
の
は
}「
う
七
胙
」一
言

咄

叺

西

新
井
大
師
の
周
呎
に
は
掘
が
め
ぐ

り
、
西
新
井
一・帯
は
田
が
多
く
残
っ

て
い
ま
し
た
l一
そ
こ
い
っ
な
ぎ
が
た

く
さ
ん
お
り
、そ
の
滋
養
の
あ
る
う

な
ぎ
を
料
理
し
戉
r
そ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
「
う
な
ぎ

の
蒲
焼
は
蒸
し
が
肝
心
」
と
お
か
み

さ
ん
。
夏
バ
テ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
か

ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
ふ
っ
く
ら
焼

き
あ
が
っ
た
ア
ツ
ア
ツ
の
う
な
重
で

も
い
か
が
で
す
か
。

《
広
報
課
》

▲ 年間を通してたくさんの催事が行われます。12
月から2 月にかけて、納めの大師、初大師、節
分の豆まきやだるま供養などが行われます。

▲ 体験学習で調理場を手
伝っていた第五中の生徒
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは12
月10 日

から受け付け

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
末
日

が
納
期
限
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
1
3年
度
国
民
年
金
保

険
料
納
付
書
の
使
用
期
限
は
1
4年
4

月
3
0日
ま
で
で
す
。

問
先
=
国
民

年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
9
月

に
診
療
を
受
け
た
方
に
、
そ
の
月
の

医
療
費
の
全
額
(
1
0割
分
)
を
1
月
下

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
総
医

療
費
が
3
千
円
以
下
の
場
合
や
医
療

機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
合
は

除
く

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
給

付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

1
4年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
納
付

書
お
よ
び
納
通
送
付
用
封
筒
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
広
告

は
、
区
内
国
保
加
入
世
帯
(
約
1
4万
5

千
)
に
発
送
す
る
納
付
書
(
口
座

引
き
落
と
し
世
帯
は
除
く
)
と
納
付

書
お
よ
び
通
知
書
を
発
送
す
る
際
に

使
用
す
る
封
筒
に
掲
載
し
ま
す
。
大

き
な
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

規
格
・
掲

載
料
等
=
表
1

掲
載
で
き
な
い
も

の
=
公
共
性
お
よ
び
そ
の
品
位
を
損

な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
/
風
俗
営

業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
(
昭
和
2
3年
法
律
第
1
2
2

号
)
に
定
め
る
「
風
俗
営
業
」ま
た

は
「
風
俗
関
連
営
業
」
/

政
治
活

動
、
宗
教
活
動
、
お
よ
び
個
人
的
宣

伝
な
ど
/
法
令
で
禁
止
さ
れ
、
あ
る

い
は
法
令
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
/
そ
の
他
封
筒
に
掲
載
す
る

広
告
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら

れ
る
も
の

募
集
期
間
=
1
2月
1
7日

～
1
月
1
5日

掲
載
の
決
定
=
内
容

審
査
9
?
兄
掲
載
の
可
否
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
掲
載
決
定
の
場
合
は
、

申
し
込
み
者
の
負
担
で
版
下
原
稿
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
=

所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
掲

載
し
よ
う
と
す
る
広
告
原
稿
を
添
え

て
持
参

申
・
問
先
=
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1　 掲載位置・規格・掲載料等

※ 広告の刷色は、納付書は茶色、封筒は青色です

加
入
・
脱
退
の
手
続
き

を
忘
れ
ず
に

□
就
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
会

社
な
ど
に
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
方
、
お
よ
び
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
=

勤
め
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康

保
険
証
を
持
参

□
退
職
し
た
ら

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方
お
よ
び
扶

養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
中
の
方
、
在
留
期

間
が
1
年
未
満
の
外
国
籍
の
方
は
除

く

申
込
=
退
職
証
明
書
(
離
職
票
)

な
ど
/
国
民
健
康
保
険
証
(
す
で
に

家
族
の
方
が
加
入
し
て
い
る
と
き
)
/

年
金
証
書
(
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
を
受
給
中
ま
た
は
受
給
資
格
の
あ

る
7
0歳
未
満
の
方
)
を
持
参
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
、

資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
0

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、

建
物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
で

出
入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
建
物
の
名
称
を
変
え
た
場
合
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
配
置

図
一
案
内
図
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
住
居
表
示
実
施
区
域
内

で
、
住
居
表
示
板
を
破
損
ま
た
は
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
窓
口

で
新
し
い
も
の
を
無
料
で
再
交
付
し

ま
す
。

申
・
問
先
見
戸
籍
住
民
課

住
居
表
示

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可

道
路
は
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
、

一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
も
の
に
限
っ

て
、
道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や
交

通
管
理
者
(
警
察
)
の
許
可
を
受
け

て
占
用
(
使
用
)
で
き
ま
す
。
日
よ

け
・
突
き
出
し
看
板
の
設
置
ま
た
は

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
可
を

受
け
て
い
な
い
も
の
や
、
建
築
工
事

の
足
場
な
ど
は
許
可
が
必
要
で
す
。

□
自
費
工
事
承
認

駐
車
場
に
乗
り
入
れ
る
た
め
の
L

型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
撤
去
工
事
な
ど
は
、
必
ず

事
前
に
許
可
・
承
認
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す

こ
の
案
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
中
に
都
ま
た
は
区
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

□
区
決
定
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

▽
佐
野
六
木
地
区
計
画
の
決
定
/
高

度
地
区
の
変
更
/
防
火
地
域
お
よ
び

準
防
火
地
域
の
変
更

区
域
=
佐
野

一
丁
目
お
よ
び
六
木
二
丁
目
各
地
内

▽
都
市
計
画
道
路
の
変
更
(
足
立
区

画
街
路
第
8
号
線
)

区
域
=
西
新

井
栄
町
一
～
二
丁
目
、
関
原
三
丁
目

各
地
内

▽
都
市
計
画
公
園
の
変
更

(第
3
・
3
・
川
号
西
新
井
駅
西
口

公
園
)

区
域
=
西
新
井
栄
町
一
丁

目
地
内

□
都
決
定
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

▽
用
途
地
域
の
変
更

区
域
=
佐
野

一
丁
目
お
よ
び
六
木
二
丁
目
各
地
内

―
―
い
ず
れ
も
―
―

縦
覧
期
間
=
1
2月
1
4日
～
2
8日

縦

覧
・
意
見
書
提
出
先
=
都
市
計
画
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

ま
た
、
都
決
定
分
の
縦
覧
は
都
・

相
談
情
報
課
で
も
実
施

都
決
定
分

の
意
見
書
提
出
先
=
都
・
都
市
計
画

課

　
(
5
3
8
8
)
3
2
5
4

冬
休
み
に
増
え
る
放
置
自
転
車

区
で
は
、
駅
前
周
辺
約
3
0
0
m
以
内

を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ

た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
駅
ご
と
の

自
転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま

す
。
学
校
が
休
み
の
期
間
は
学
生
・

生
徒
の
自
転
車
の
放
置
が
目
立
ち
ま

す
。
う
っ
か
り
放
置
し
て
、
撤
去
料

を
支
払
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
は
決
め
ら

れ
た
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

環
境
影
響
評
価
書
の

公
示
・
縦
覧

新
田
地
区
開
発
事
業
の
環
境
影
響

評
価
書
の
縦
覧
を
し
ま
す
。

縦
覧

期
間
等
=
1
2
月
1
4
日
～
2
8日
(
土
・

日
・
祝
日
は
休
み
)
、午
前
9

時
3
0分

～
午
後
4

時
3
0
分

縦
覧
場
所
=

区
・
環
境
課
/
都
・
環
境
局
環
境
影

響
評
価
審
査
課
(
都
庁
第
一
本
庁
舎

北
塔
3
5階
)
/
環
境
影
響
評
価
書
は

次
の
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
・
:

中
央
、
江
北
、
鹿
浜
、
宮
城
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

問

先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
課

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

ま
た
は
、
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に

小
学
校
に
入
学
予
定
で
、
心
身
に
障

害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に

つ
い
て
の
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
=
毎
週
月
曜
日
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所
教
育
相
談

係

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

鋸
南
・
日
光
自
然
教
室
(
2
泊
3
日
)

指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
室
(
小
学
4
年
生
)・

日
光
自
然
教
室
(
小
学
6
年
生
)
の

引
率
指
導
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

児
童
と
直
接
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、

教
員
を
め
ざ
し
て
い
る
方
に
も
よ
い

経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

対
象
=

教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒
業
時

取
得
見
込
み
の
方

内
容
=
担
当
す

る
各
学
校
の
出
発
時
か
ら
帰
校
時
ま

で
の
児
童
引
率
指
導
補
助

謝
礼
=
I

回
の
引
率
に
つ
き
3
万
3
千
2
0
0円

(税
込
)

、
別
に
担
当
校
ま
で
の
往

復
交
通
費
と
食
事
支
給

申
込
=
電

話

※
後
日
、
応
募
用
紙
を
送
付
し

ま
す
。
引
率
の
期
間
(
1
4年
5
月
か

ら
1
5年
2
月
の
実
施
期
間
内
で
複
数

回
希
望
可
能
)
を
調
整
し
て
担
当
校

を
決
定

期
限
=
3
月
8
日

申
・

問
先
―
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

教
員
免
許
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

対
象
=
小
学
校
や
中
学
校
の
教
員
免

許
を
お
持
ち
の
方
(
1
4年
3
月
末
に

免
許
取
得
予
定
者
を
含
む
)

※
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
学
校
職
員
担
当
課
事
務

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

特別 区・都民 税 、
国 民 健 康 保 険 料

休日 納税・納付 相談
平日に区役所に来られない方 の

ために、休日納税・納付相談を行い

ます。ご利用ください。日時=12 月16
日(日)、午前9 時～午後4 時 場

所= 納税課( 中央館1 階) / 国民

健康保険課( 北館2 階) 問先=
納税課または国民健康保険 課

区
長

へ
の

手

紙

か

ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

□
歩
道
を
塞
ぐ
放
置
自
転
車

駅
周
辺
の
歩
道
で
は
、
放
置
自
転

車
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
人
が
車
道
を
歩
か
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

特
に
、
街
頭
指
導
員
の
い
な
い
休

日
は
、
1
0
0
mに渡
っ
て
連
な
っ
て
い

る
。
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

最
近
、
放
置
自
転
車
に
対
す
る
こ

の
よ
う
な
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
放
置
自
転
車
対
策
と
し

て
、
昭
和
5
8年
に
条
例
を
制
定
し
、

受
け
皿
と
な
る
駐
輪
場
を
整
備
す
る

と
と
も
に
街
頭
指
導
や
撤
去
活
動
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
は
通
勤
・
通
学
の

み
な
ら
ず
買
物
客
な
ど
の
自
転
車
の

放
置
や
休
日
に
お
け
る
駅
前
の
放
置

自
転
車
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
区
で
は
放
置
禁
止
区

域
を
設
定
し
、
年
間
1
7
0
日
の
撤
去
活

動
や
街
頭
指
導
員
に
よ
る
啓
発
、
警

告
看
板
の
設
置
、
路
面
ス
テ
ッ
カ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
他
区
に
先
駆
け
て
、

土
曜
日
の
撤
去
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
置
自
転
車
を
な
く
す
た

め
に
は
警
察
署
の
協
力
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
所
轄
の
警
察
署
に
も
協
力

を
要
請
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
買
物
客
等
の
自
転
車
の

放
置
は
、
区
だ
け
で
は
解
消
で
き
な

い
た
め
、
駅
前
通
り
の
商
店
街
に
対

し
て
も
、
客
の
自
転
車
を
歩
道
に
放

置
し
な
い
よ
う
駐
輪
場
所
の
確
保
等

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
努
力
に
よ
り
、
「
放
置

さ
れ
た
自
転
車
は
撤
去
さ
れ
る
」
と

い
ケ
意
識
が
区
民
の
皆
さ
ん
の
間
に

大
分
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
自
転
車
を
放

置
す
る
人
は
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。

放
置
自
転
車
を
す
る
人
も
迷
惑
を

被
る
人
も
区
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
皆
で
放

置
し
な
い
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

足
立
区
長

鈴
木
恒
年
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女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

□
女
性
の
た
め
の
自
己
表
現
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
―
自
分
ら
し
さ
の
発
見
―

本
当
の
自
分
を
知
る
た
め
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
講
座
で
す
。

※
自
主
グ

ル
ー
プ
「
ヴ
イ
ーア
イ
ム
」
と
の
共

催

日
程
等
=
表
2

対
象
=
女
性
3
0

人

費
用
=
無
料

申
込
―
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
参
加
の
動
機
、
保
育
希
望

者
は
子
の
名
・
年
齢
明
記

期
限
=
1

月
1
0日

□
「
あ
だ
ち
女
性
起
業
家
支
援
塾
」

入
門
コ
ー
ス
(
男
性
の
参
加
も
可
)

自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た

い
、
自
分
の
お
店
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
る
方
、
支
援
塾
で
夢
を
か
た

ち
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
1
4年
1

月
2
6日
倒
・
2
7日
脚
、
午
前
1
0時

～
午
後
5
時

内
容
=
起
業
に
あ
た

っ
て
/
起
業
家
の
事
例
報
告
/
事
業

計
画
書
の
作
成
な
ど

講
師
=
石
島

洋
一
氏
ほ
か

費
用
=
7
千
円

定

員
=
3
0人
(
抽
選
)

申
込
=
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
参
加
の
動
機
、
支
援
塾
希
望
と

明
記

期
限
=
1
月
7
日
必
着

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー

〒
1
2
3
・
0
8
5
1
梅
田
7
-
3
3
1
1

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

□
女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

女
性
相
談
室
は
、
相
談
員
の
研
修

の
た
め
次
の
と
お
り
休
業
し
ま
す
。

こ
の
期
間
は
相
談
の
予
約
も
休
業
し

ま
す
。

期
間
=
1
2月
2
5日
～
1
4年
1

月
4
日

問
先
=
女
性
相
談
室

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

表2　「女性のための自己表現トレーニング」日程等

※ い ずれも 時 間は 、午後6 時45 分～8 時45 分。た だし1 月26日 は午後1 時30 分～4 時30 分

上
総
湊
健
康
学
園

1
4
年
度
入
園
児
童
募
集

房
総
半
島
に
あ
る
唯
一
の
全
寮
制

の
区
立
小
学
校
で
す
。こ
の
学
園
は
、

規
則
正
し
い
集
団
生
活
を
通
し
て
健

康
回
復
を
図
り
な
が
ら
、
学
力
増
進

を
目
指
す
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
授
業
内
容
は
区
立
小
学
校
と
全

く
同
じ
で
す
。
寮
で
は
、
保
育
士
が

親
代
わ
り
に
な
り
、
温
か
い
雰
囲
気

の
中
で
身
の
回
り
の
世
話
に
あ
た

り
、
看
護
婦
も
常
駐
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
小
学
校
3
～
6
年
生
で
次
に

該
当
す
る
児
童
…

ぜ
ん
息
/
肥
満
/

偏
食
/
虚
弱

定
員
=
6
0人
(
先
着

順
)

費
用
=
食
事
代
・
教
材
費
の

実
費
負
担
有

※
減
額
・
免
除
の
制

度
有
り

申
込
=
現
在
通
学
し
て
い

る
学
校
の
担
任
・
養
護
の
先
生
へ

期
限
=
2
月
8
日

問
先
=
学
校
保

健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
1

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
　
'
0
1
」
か
ら
紹
介
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

サ
ン
タ
さ
ん
　
な
ん
に
も
い
ら
な
い
　
会
い
た
い
な

宮
城
小
学
校
三
年

西
畑
　
ひ
ろ
明

マ
フ
ラ
ー
は
　
首
も
心
も
　
あ
た
た
め
る

栗
島
小
学
校
五
年

小
堀
　
真
美
子

こ
が
し
て
も
　
作
る
う
れ
し
さ
　
ケ
ー
キ
か
な

弘
道
第
一
小
学
校
六
年

玉
木
　
優
里

毛
糸
編
む
　
そ
の
指
一
つ
が
　
温
か
い

第
九
中
学
校
二
年

遊
馬
　
智
美

鴨
川
の
　
流
れ
に
ま
か
せ
る
　
鴨
親
子

第
十
六
中
学
校
三
年

田
村
　
隼
人

《
評
:
　
の
つ
い
た
句
》

毛
糸
編
む
は
冬
、あ
た
た
か
い
は
春
の
季
語
で
、形
式
的
に
は
季
重
ね
に
な

る
が
、毛
糸
編
む
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
で
よ
ろ
し
い
。左
の
人
差
し
指
が
あ

た
た
か
い
の
だ
ろ
う
。繊
細
な
感
覚
が
い
い
。
炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは12
月10 日

から受け付け

冬
花
展
示
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
約
4
0

点
の
花
を
展
示
し
、
展
示
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

□
展
示
会

日
時
=
1
9一月
1
2日
㈲
、
午
後
1
時
～
5

時
/
1
3日
團
、
午
前
8
時
3
0分
～

午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ー

□
展
示
品
の
販
売
・
花
の
配
布

▽
展
示
品
の
販
売

日
時
=
1
2月
1
3

日
㈲
、
午
後
2
時
3
0分

場
所
=
区

役
所
正
面
広
場

※
1
人
1
点

▽

花
の
配
布
(
先
着
川
人
)

日
時
=
1
2

月
1
3日
㈲
、
午
後
2
時
3
0分

場

所
=
区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

※

ど
ち
ら
も
状
況
に
よ
り
整
理
券
配
布

問
先
=
農
産
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
6

コ
ン
サ
ー
ト
の

お
知
ら
せ

□
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
2月
1
8日
収
・
2
1日
脚
、
午

後
o
時
2
5分
～
1
時

場
所
=
区
役

所
―
階
区
民
ロ
ビ
ー

曲
目
=
き
よ

し
こ
の
夜
/
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
/

あ
ら
野
の
果
て
に
ほ
か

出
演
=
▽
1
8

日
…
女
声
合
唱
団
「
葦
」

▽
2
1

日
…
足
立
区
三
曲
協
会

□
足
立
少
年
少
女
合
唱
団
第
3
0回
ク

リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ

日
時
=
1
2月
2
3日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分
開
演
(
6
時
開
場
)

場
所
=
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
=
第
1

部
、
祈
る
こ
こ
ろ
/
第
2
部
、
歌
の

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
/
第
3
部
。

み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
/
第
4

部
、
合
唱
組
曲
「
日
記
の
歌
」
/
第
5

部
、
私
た
ち
の
歌

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
・
イ
ン
・

ベ
ル
モ
ン
ト
パ
ー
ク

外
国
の
人
も
日
本
の
人
も
集
ま
っ

て
語
ろ
う
、
食
べ
よ
う
、
遊
ぼ
う
!

日
時
=
1
2月
1
5日
圉
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

場
所
=
ベ
ル
モ
ン
ト
公

園

内
容
=
交
流
の
ひ
ろ
ば
/
タ
イ

ラ
ー
メ
ン
や
ス
リ
ラ
ン
カ
カ
レ
ー
を

作
っ
て
食
べ
る
「
食
の
探
険
隊
」
(
各

川
人
)
/
ミ
ニ
列
車
/
野
だ
て
な
ど

費
用
=
無
料

問
先
=
国
際
交
流

(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

老
人
会
館
の
手
芸
教
室

日
時
=
1
4年
1
月
～
3
月
ま
で
の
第
2

・
第
4
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2

時
3
0分

対
象
=
6
0
歳
以
上
で
区
内

在
住
の
方

内
容
=
ち
ぎ
り
絵
/
レ

ー
ス
編
/
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料
(
教

材
費
一
部
負
担
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
2

月
1
8日
必
着

※
一
種
の
み
の
受

講
や
前
期
手
芸
教
室
を
受
講
し
た

方
、
他
の
教
室
を
受
講
中
の
方
は
申

し
込
み
で
き
ま
せ
ん

場
・
申
・
問

先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-
I

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

第
5
回
東
京
・
荒
川

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時
=
3
月
2
4日
㈲
、
午
前
9
時

内
容
=
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
(
制
限
時
間
7

時
間
)ほ
か

費
用
=
4
千
円
(
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
)

申
込
=
荒
川
市
民

マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
ヘ

申
込
書
を
電
話
請
求

期
限
=
1
月
2
8

日
消
印
有
効

申
先
=
荒
川
市
民

マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
1
セ
ン
タ
ー

(
3
7
1
4
)
7
9
2
4

問
先
=
荒
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局

　
(
3
5
7
9
)
2
6
5
4

ま
た
は
体
育
振
興
担
当
課
振
興
係

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

塩
原
自
然
体
験
留
学
写
真
展

夏
休
み
に
小
学
生
2
6人
が
塩
原
で

農
山
村
生
活
を
体
験
。
そ
の
と
き
の

生
活
や
交
流
の
様
子
の
写
真
、
お
よ

び
参
加
児
童
と
地
元
児
童
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

期
間
=
1
月
4
日

～
1
0日

場
所
=
区
役
所
1
階
区
民

ロ
ビ
ー

問
先
=
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

小
・
中
学
生
体
験
講
座

日
時
=
1
4年
1
月
1
2日
圉
、
午
後
1

時
～
7
時

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ

ー

対
象
=
区
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
で
料
理
を
作
っ
た
こ
と
が
あ

る
方

内
容
=
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
だ
ち

の
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
み
よ
う

費

用
=
8
0
0
円
(
材
料
費
・
保
険
代
)

講
師
=
金
子
ざ
ん
氏
(
あ
そ
び
・

劇
・
表
現
活
動
セ
ン
タ
ー
ア
フ
タ

フ
ーバ
ー
バ
ン
)

定
員
=
3
0
人
(

抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
年
、
電
話

番
号
、
「
ラ
ー
メ
ン
づ
く
り
希
望
」

を
明
記

期
限
=
1
2
月
2
0日
(
必

着
)

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ

ー

〒
1
2
3
・
0
8
4
1
西
新
#
I
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

日
暮
里
・
舎
人
線
建
設
促
進

P
R
イ
ン
ご
ぼ
う
市

都
区
共
同
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

の
配
布
や
パ
ネ
ル
展
示
を
し
ま
す
。

日
時
=
1
9一月
1
6日
㈲
、
午
前
1
0時
～

正
午

場
所
=
舎
人
氷
川
神
社

配

布
物
=
T

カ
ー
ド
(
抽
選
3
0枚
)
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
定
規
(
2
0
0
枚
)
、
氷
川
神
社

周
辺
の
航
空
写
真
(
1
0
0
枚
)
ほ
か

問

先
=
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進

掲
示
板

□
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
=
2

月
1
日
～
3
月
3
1日
(
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)

対
象
=
高
校
生

以
上

申
込
=
履
歴
書
を
送
付
(
履

歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
)

場
・
申
・

問
先
=
足
立
税
務
署

〒
1
2
0・8
5
2
0

千
住
旭
町
4
-
2
1

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

ま
た
は
、
西
新
井
税
務
署

〒
1
2
3・8
5
0
1

栗
原
3
-
1
0
-
1
6

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
下
水
道
局
か
ら
の
お
願
い

ご
家
庭
や
事
業
用
に
井
戸
(
地
下

水
)
を
使
用
し
、
下
水
に
排
水
し
て

い
る
場
合
は
、
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
先
=
北
部
第
二
管
理
事

務
所
業
務
係(

5
6
9
7
)
2
4
5
1

□
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第
3

期
分
の
納
期
で
す

納
期
限
=
1
2月
2
7日
團

問
先
=
足

立
都
税
事
務
所(

3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
看
護
職
員
募
集

内
容
=
都
立
重
度
心
身
症
害
者
通
所

施
設
で
の
看
護
業
務

勤
務
日
等
=

毎
週
金
曜
日
の
半
日

※
原
則
と
し

て
午
前
1
0時
～
午
後
2
時

日
当
=
6

千
5
6
0円(
交
通
費
含
む
)

場
・
申
・

問
先
=
都
立
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー

城
北
分
園
(
南
花
畑
5
-
1
0
-
1
)

　
(
3
8
8
3
)
5
1
3
1

□
環
境
保
全
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

内
容
=

▽
中
小
企
業
向
け
…
自
動
車

低
公
害
化
促
進
資
金
な
ど

▽
都
民

向
け
…
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
資
金
な
ど

問
先
=
環
境
局

環
境
改
善
部
計
画
課

(
5
3
8
8
)
3
5
3
5

間違い電話を
かけていませんか

区役所の番号と間違えて電話がかかり、大
変迷惑をしている方がいます。区役所へおか
けの際は、番号を確認のうえおかけください。

区役所の電話番号は
　3880- 5111 ㈹

◎ 訂正とおわび　11月25号6 面「税に関する作文」優秀作品入選者名に誤りがありました。次のとおり訂正しておわびし ます。【正】赤津若奈(第十中)

《納税課納税管理係》
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交通死亡事故抑止
特別対策実 施中

夕暮れ時は車も
自転車も早めに
ライトをつけよう!

問先= 交通安全係
　3880 ―5912

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
重
大

交
通
事
故
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
次
の
二
つ
の

運
動
に
重
点
を
お
い
て
、
交
通
事
故

防
止
特
別
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(
1
)
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
オ
ン
運
動

日
没
1
時
間

前
か
ら
前
照
灯

を
点
灯
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
や
歩

行
者
の
注
意
を

喚
起
し
て
、
夕

暮
れ
時
の
交
通

事
故
を
防
止
し

よ
う
と
す
る
運
動
。

(
2
)
リ
フ
レ
ク
タ
ー
運
動

明
る
く
目
立

つ
服
装
や
反
射

材
を
身
に
つ
け

て
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
の
交

通
事
故
を
防
止

す
る
運
動
。

□
歩
行
者
・
自
転
車
死
亡
事
故
多

発
!1

0月
末
現
在
、

交
通
事
故
に
よ

る
死
者
1
3人
(
表
1
)

の
う
ち
、歩

行
中
や
自
転
車

乗
車
中
に
亡
く

な
っ
た
方
が
1
0

人
も
い
ま
す
。こ

の
う
ち
夜
間
帯

の
発
生
が
6
割
を
、
道
路
横
断
中
の

発
生
が
7
割
も
占
め
て
い
ま
す
。

□
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
!

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
周

囲
の
人
々
が
高
齢
者
の
行
動
特
性
・

心
理
特
性
を
理
解
し
て
、
(
ン
ド
ル

を
握
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

高
齢
者
白
身
も
交
通
安
全
に
関
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
、
自
ら
安
全
な
行

動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
道
路
を
利

用
す
る
す
べ
て
の
人
が
お
互
い
に

「
思
い
や
り
」
と
「
優
し
さ
」
を
持

っ
て
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

表1　 区内の事故発生状況( 10/ 31
現在)

自
転
車
安
全
運
転
講
習
会

(小
学
生
対
象
)

反
射
材
の
お
年
玉

プ
レ
ゼ
ン
ト
つ
き

～
自
転
車
事
故
を
な
く
そ
う
～

区
内
で
小
学
生
の
交
通
事
故
に
よ

る
負
傷
者
数
(
上
半
期
)
は
、
自
転

車
乗
車
中
の
も
の
が
6
割
も
占
め
て

い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
ーマ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
、
歩
行
者
に
対
し
て
も
優

し
い
運
転
を
心
が
け
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
日
時
・
場
所
=

①
1
月
1
6日
㈲
、
午
後
2
時
～
3

時
3
0分
・
:
北
鹿
浜
公
園

②
1
月
2
3

日
㈲
、
午
後
2
時
～
3
時
3
0分
・
:大

谷
田
南
公
園

対
象
=
当
日
自
転
車

で
来
る
こ
と
が
で
き
る
区
内
小
学
3

年
生
以
上

定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
希
望
す
る
日
時
・
場
所
の
番
号
(
①

か
②
)
、希
望
者
全
員
(
グ
ル
ー
プ
参

加
可
)
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

※
結
果

は
全
員
に
通
知

期
限
=
1
2月
2
1日

必
着

申
・
問
先
=
交
通
安
全
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

I T 講習
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

フ
ァ
ク
ス
情
報
案
内
中

受
話
器
付
き
フ
ァ
ク
ス
で
(
3
8
8
9
)
3
3
9
9

ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
↓
コ
ー
ド
番
号
1
4
9
4
を
押
す

「
I
T

講
習
会
」で
は
、
初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
初
心
者
を
対
象
と

し
て
1
2時
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
(
文
字
入
力
な
ど
)
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
利
用
の
基
本

的
技
能
を
学
び
ま
す
。

1
月
の
I
T
講
習
会

参
加
者
募
集

往
復
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
講
習
会
の
申
込
先
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

□
生
涯
学
習
振
興
公
社
申
し
込
み
分
(

表
2

コ
ー
ス
番
号
1
～
1
2
)

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
課

〒
1
2
0
・
0
0
3
4
千
住
5
-
1
3
-
5

(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

※
1
月
は
教
育
研
究
所
で
の
開
催
は

あ
り
ま
せ
ん

表2　1 月のI T 講習会( 生涯学習振興公社開催分) 日程等

□
青
少
年
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
分
(

表
3

コ
ー
ス
番
号
1
3～
1
9
)

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1
西
新
#
1
-
4
-
1
7

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表3　1 月のI T 講習会( 青少年センター開催分) 日程等

※ 平 日コースは一部土曜日を含む

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
2
0歳
以
上
の
都
民

定
員
=

各
コ
ー
ス
2
0人
(
抽
選
)

費
用
=
受

講
料
は
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
7
0
0円
は

実
費
負
担
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ

に
①
希
望
の
コ
ー
ス
番
号
恋
郵
便
番

号
・
住
所
③
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
④

年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を
明
記
し

て
各
申
込
先
へ
(
全
コ
ー
ス
の
中
か

ら
I
人
I
コ
ー
ス
、
1
通
の
み
有
効
)

※
コ
ー
ス
番
号
・
場
所
を
確
認
し
、

記
載
も
れ
の
な
い
よ
ウ
注
意
し
て
く

だ
さ
い

期
限
=
1
2月
2
0日
必
着

《往復ハガキの記入例》

※
地
域
募
集
分
(
民
間
パ
ソ
コ
ン
教

室
開
催
笠

の
1
T
講
習
会
に
つ
い

て
は
、
区
民
事
務
所
、
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー
、
隹
区
セ
ン
タ
ー
、
駅
広
報

ス
タ
ン
ド
に
別
途
チ
ラ
シ
を
置
い

て
、
ご
案
内
し
て
い
ま
す

今
回
募
集
す
る
の
は
初
心
者
・
一

般
コ
ー
ス
(
A
コ
ー
ス
)
で
す
。
初

心
者
・
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
(
B
・
C
・
D
コ

ー
ス
)
に
つ
い
て
は
1
2月
5
日
に
発

行
さ
れ
た
「
あ
だ
ち
広
報
・
I
T
特

集
号
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

I
T
講
習
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
I
T

事
業

(
3
8
8
0
)
5
2
2
9

日
暮
里
・
舎
人
線
の
開
業

目
標
時
期
が
平
成
1
9年
度

に
変
更
と
な
り
ま
し
た

東
京
都
お
よ
び
地
下
鉄
建
設
㈱

は
、
H
月
2
6日
、
用
地
買
収
の
遅
延

と
工
事
の
困
難
な
ど
を
理
由
に
、
日

暮
里
・
舎
人
線
の
開
業
目
標
時
期
を
1
5

年
度
か
ら
1
9年
度
に
変
更
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
同
線
は
区
部
北
東

部
の
公
共
交
通
網
の
充
実
と
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
に
整
備
さ
れ
る
日
暮
里

駅
(
仮
称
)
と
見
沼
代
親
水
公
園
駅

(仮
称
)
を
結
ぶ
、
延
長
約
9
.
8㎞
、

駅
数
1
3の
路
線
で
す
。

区
は
、
一
日
も
早
い
開
業
を
都
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=

日
暮
里
・
舎
人
線
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
地域の活力は　 まちのにぎわい から

あなたの消費が　 まちのにぎわいを育てます
《 産業振興課》

大
関
に
昇
進
　
お
め
で
と
う
!

栃
東
関
(
玉
ノ
井
部
屋
)

H
月
2
8日
、
足
立
区
出
身
の
栃
東
関
(
玉
ノ
井
部
屋
・
梅

田
二
丁
目
)
の
大
関
昇
進
が
決
定
し
ま
し
た
。
父
で
師
匠
の

玉
ノ
井
親
方
が
、
平
成
2
年
に
部
屋
を
開
い
て
か
ら
初
の
大

関
と
な
り
、
足
立
区
か
ら
も
初
の
大
関
誕
生
と
な
り
ま
す
。

栃
東
関
は
、
平

成
6
年
初
土
俵
、
8

年
新
入
幕
、
多

く
の
三
賞
を
獲
得

し
、
先
日
行
わ
れ

た
九
州
場
所
で
は

優
勝
を
争
つ
ほ
ど

の
活
躍
を
見
せ
、

見
事
大
関
に
昇
進

し
ま
し
た
。
次
に

め
ざ
す
は
優
勝
と

横
綱
。
来
年
1
月
1
3

日
か
ら
始
ま
る

初
場
所
で
の
活
躍

が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲ 大関昇進の伝達を受ける栃東関

ファンタスティックな
初雪をプレ ゼン卜

初雪フェスティバル
i nあ だち

1
1月
2
0日
に
区
役
所
前
広
場
で
行
わ
れ

た
「
初
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
今
年
で
3

回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
区
と
友

好
都
市
を
結
ん
で
い
る
長
野
県
山
ノ
内
町

の
観
光
P
R

と
し
て
開
か
れ
て
い
る
も

の
。
信
州
の
特
産
品
の
直
売
の
ほ
か
、
温

泉
た
ま
ご
や
地
酒
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
注
目
は

人
工
降
雪
機
を
使
っ
た
一
足
早
い
初
雪
。

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
り
遊
び
や
雪
だ
る
ま

づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

「
わ
っ
、
冷
た
い
」
初
雪

に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

お
い
し
い
温
泉
た
ま
ご

を
「
ハ
イ
、
ど
う
ぞ
」

古紙配合率75% 再生紙を使用しています A. M　283, 500


